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５
月
22
日
、
小
学
生
に

対
す
る
不
審
者
情
報
が
あ
り

学
校
、
地
域
、
警
察
が
対
応

に
苦
慮
し
た
。
町
の
対
応
は
。

　
町
の
受
け
止
め
と
し
て
、

今
回
は
幸
い
に
も
児
童
に
け

が
な
ど
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

子
ど
も
た
ち
は
大
変
怖
い
思

い
を
し
た
こ
と
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
が
二
度

と
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

認
識
し
、
今
後
も
警
察
署
な

ど
と
連
携
し
、
安
心
で
安
全

な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
　
防
犯
対
策
と
し
て
住
民

に
協
力
要
請
を
し
、
各
地
区

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

出
来
な
い
か
。

　
必
要
性
の
あ
る
場
所
に
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討

す
る
べ
き
だ
が
、
カ
メ
ラ
が

あ
る
か
ら
大
丈
夫
と
過
信
せ

ず
、
地
域
全
体
で
防
犯
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
地

域
一
帯
で
持
つ
よ
う
、
啓
発

活
動
に
努
め
た
い
。

　

　
　
町
内
に
あ
る
井
戸
の
把

握
は
出
来
て
い
る
か

　
町
で
は
現
在
、
井
戸
の
所

在
地
や
数
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
被
災
時
の
生
活
用
水

の
確
保
に
は
有
効
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
本
年
度
、
地
域
担
当
職
員

が
自
主
防
災
組
織
等
と
協
力

し
な
が
ら
現
状
把
握
を
行
う
。

　
　
津
波
浸
水
想
定
区
域
に

特
化
し
た
避
難
訓
練
の
実
施
、

検
討
は
で
き
な
い
か
。

　　
現
在
、
９
月
の
総
合
防
災

訓
練
と
、
11
月
の
夜
間
津
波

被
害
訓
練
を
全
町
的
に
行
っ

て
い
る
が
、
津
波
浸
水
区
域

に
特
化
し
た
避
難
訓
練
を
行

う
計
画
は
な
い
。

　
　
建
設
業
者
等
、
多
方
面

か
ら
の
協
力
体
制
は
、
現
状
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
黒
潮
町
建
設
協
会
と
は
、

平
成
19
年
10
月
に
、
災
害
時

の
応
急
対
策
活
動
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
し
、
令
和
２

年
８
月
に
一
般
社
団
法
人
高

知
県
建
設
業
協
会
を
含
む
、

４
者
で
再
締
結
を
し
た
。

　
　
弘
野
に
被
災
時
に
は
一

次
避
難
場
所
と
し
て
、
平
時

は
雨
天
練
習
場
と
し
て
使
用

可
能
な
ド
ー
ム
型
の
施
設
整

備
は
出
来
な
い
か
。

　
弘
野
は
、
都
市
計
画
公
園

区
域
で
の
施
設
整
備
と
な
り
、

県
へ
の
要
望
が
必
要
に
な
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
土
佐
西

南
大
規
模
公
園
建
設
同
盟
会

か
ら
の
要
望
と
し
て
、
佐
賀

地
区
東
公
園
多
目
的
広
場
に

防
災
面
に
配
慮
し
た
屋
内
運

動
場
の
整
備
を
要
望
し
て
お

り
、
町
内
に
同
様
の
も
の
を

２
つ
整
備
す
る
こ
と
は
、
難

し
い
と
考
え
る
。

　
　
教
育
長
の
支
援
に
対
す

る
思
い
や
、
今
後
の
方
針
は
。

　
保
育
所
は
、
子
ど
も
が
生

涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
に
お

い
て
極
め
て
重
要
な
時
期
に

あ
り
、
将
来
の
力
の
基
礎
が

培
え
る
よ
う
、
子
育
て
環
境

に
は
発
達
段
階
に
ふ
さ
わ
し

い
場
の
提
供
が
必
要
で
あ
る

と
、
認
識
を
し
て
い
る
。

　
少
子
化
が
進
む
状
況
下
で

は
、
特
に
大
切
に
し
た
い
、

保
育
行
政
の
一
丁
目
一
番
地

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　　
　
増
員
を
含
め
た
職
員
の

配
置
は
出
来
な
い
か
。

　
保
育
所
職
員
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
保
育
所
運
営
規
定

に
お
い
て
、
県
の
配
置
基
準

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
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三浦小学校前に設置の子ども見守りカメラ（令和 6年 6月 21日）
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平
成
18
年
３
月
に
黒
潮

町
が
誕
生
し
た
。
こ
の
時
点

で
各
地
区
が
所
有
す
る
集
会

所
に
つ
い
て
は
、
大
方
地
域

は
ほ
と
ん
ど
が
町
の
所
有
で

あ
り
、
佐
賀
地
域
は
各
地
区

の
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
取

扱
い
が
異
な
っ
て
い
た
。
　

　
旧
両
町
の
合
併
協
議
会
に

お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
区
・

自
治
会
の
歴
史
的
背
景
財
産

等
の
実
情
を
考
慮
し
、
両
町

の
現
体
制
を
合
併
後
も
当
面

継
続
し
、
新
町
に
お
い
て
順

次
調
整
を
図
る
こ
と
と
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
合

併
か
ら
18
年
を
経
て
、
ど
の

よ
う
な
方
針
と
し
た
か
。

　
ま
た
、
建
て
替
え
時
の
負

担
金
１
割
を
含
め
、
町
有
化

を
希
望
す
る
地
区
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
町
内
の
集
会
所
の
所
有
形

態
が
旧
両
町
で
異
な
っ
て
い

た
の
で
、
合
併
後
は
調
整
を

図
り
、
建
て
替
え
に
併
せ
、

所
有
地
区
の
意
向
も
確
認
し

た
上
で
、
集
会
所
を
町
有
化

し
て
い
く
方
針
で
取
り
扱
っ

て
い
る
。

　
現
在
ま
で
に
、
佐
賀
地
域

の
集
会
所
建
て
替
え
を
３
地

区
行
い
、
本
年
度
は
１
地
区

を
計
画
し
て
い
る
。

　
今
後
も
建
て
替
え
を
希
望

す
る
地
区
と
協
議
し
、
集
落

整
備
事
業
規
定
に
基
づ
き
、

設
計
管
理
費
や
取
り
壊
し
、

建
て
替
え
費
用
の
１
〜
２
割

負
担
内
で
実
施
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
く
。

佐賀地域集会所

地区所有を町有に調整を

建て替え時に町有化する

令和５年度繰越事案で、令和６年度建て替え予定の小黒の川集会所

山本 牧夫 議員
やま もと  まき  お

令和３年度で建て替え、町有化された佐賀橘川集会所
（写真は共に令和６年６月１７日撮影）
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